
  
 

開催期間：令和 4 年 7 月 5 日（火）～9 月 17 日（土） 

道後山駅に到着する新見発広島行き普通車        
昭和 43.1.3 （200407-5550） 

 スキー客が待っているホームは、現在は廃

止されており、線路も撤去されている。 

写
真
展 

芸
備
線—

備
北
の
駅
と
路
線
風
景—

 
  

今
年
の
四
月
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
利
用
の
少
な
い
鉄
道
路

線
の
経
営
状
況
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
芸

備
線
の
う
ち
三
次
以
北
の
線
区
は
い
ず
れ
も
深
刻
な
利

用
状
況
で
あ
り
、
と
り
わ
け
東
城
❘
備
後
落
合
間
の
線
区

で
は
、
一
㌔
当
た
り
の
一
日
平
均
乗
客
数
（
輸
送
密
度
）

が
九
と
最
も
低
く
、
こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
全
社
線
の
中
で
も
最
も

低
い
数
値
で
、
言
わ
ば
全
国
一
の
過
疎
路
線
と
な
っ
て
い

ま
す
。
芸
備
線
の
今
後
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
中

で
、
沿
線
で
は
廃
線
へ
の
危
機
感
も
募
っ
て
い
ま
す
。
庄

原
市
の
人
口
は
こ
の
一
五
年
間
に
一
万
人
近
く
減
少
し
、

そ
の
一
方
で
高
速
道
路
の
整
備
な
ど
、
山
間
地
域
で
の
車

社
会
化
が
進
み
、
利
用
者
の
減
少→

運
行
本
数
の
削
減→

さ
ら
な
る
利
用
者
の
減
少
と
い
う
、
鉄
道
に
と
っ
て
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
館
が
収
蔵
す
る
鉄
道
史
家
長
船
友
則
氏
の
収
集
資

料
に
は
、
往
年
の
芸
備
線
の
姿
を
写
し
た
写
真
資
料
が
多

数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
示
で
は
、
そ
れ
ら
の
中
か

ら
、
現
在
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
東
城
❘
備
後
落
合
間

を
写
し
た
写
真
を
取
り
上
げ
、
こ
の
区
間
に
属
す
る
六
つ

の
駅
と
路
線
風
景
を
紹
介
し
ま
す
。
備
北
の
鉄
道
路
線
に

足
を
運
び
、
駅
や
路
線
の
姿
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

芸 備 線 
―備北の駅と路線風景― 

写真展 

《収蔵文書の紹介》 
５ 
道
後
山 

 
 
 
—

ス
キ
ー
・
登
山
客
で
賑
わ
っ
た
駅—

 

 

道
後
山
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
木
次

線
の
三
井
野
原
に
次
い
で
標
高
が
高
く
、

さ
な
が
ら
登
山
鉄
道
の
駅
の
よ
う
で
す
。 

道
後
山
は
広
島
県
で
最
も
古
い
ス
キ
ー

場
で
す
。
敗
戦
後
、
占
領
軍
の
兵
士
が
ジ

ー
プ
で
道
後
山
を
訪
れ
た
り
し
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
よ
り
占

領
軍
が
撤
退
す
る
と
、
道
後
山
は
ス
キ
ー

や
夏
山
登
山
客
で
賑
わ
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
ま
で

は
急
行
列
車
が
停
車
し
、
大
勢
の
乗
客
で

混
雑
し
て
い
ま
し
た
。 

 

現
在
の
駅
は
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
が
想

像
で
き
な
い
ほ
ど
変
貌
し
て
い
ま
す
。
初

心
者
向
け
に
繁
盛
し
た
駅
裏
の
高
尾
原
ス

キ
ー
場
の
跡
地
は
道
路
建
設
が
進
み
、
相

対
式
ホ
ー
ム
の
片
側
も
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
駅
舎
の
一
部
は
消
防
格
納
庫
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

６ 

備
後
落
合 

—

遺
構
が
語
る
往
年
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅—

 
  

備
後
落
合
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に

国
鉄
庄
原
線
の
終
着
駅
と
し
て
開
業
し
ま
し

た
。
翌
年
に
は
三
神
線
と
こ
の
駅
で
つ
な
が
り
、

そ
の
翌
年
に
は
木
次
線
と
も
つ
な
が
っ
て
、
三

線
が
〝
落
ち
合
う
〟
駅
と
な
り
ま
し
た
。
狭
く

急
峻
な
山
あ
い
に
あ
り
な
が
ら
も
機
関
区
が
置

か
れ
、
何
台
も
の
蒸
気
機
関
車
が
待
機
し
、
昭

和
三
十
年
代
の
最
盛
期
に
は
一
〇
〇
人
以
上
の

職
員
が
働
く
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
し
た
。 

多
く
の
急
行
が
停
車
し
、
冬
は
ス
キ
ー
、
夏

は
登
山
客
で
混
雑
し
、
駅
前
の
旅
館
も
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
作
家
の
松
本
清
張
も
備

後
落
合
駅
近
く
の
旅
館
に
宿
泊
し
た
こ
と
が
あ

り
、
宿
で
居
合
わ
せ
た
夫
婦
が
話
す
出
雲
の
言

葉
が
東
北
弁
に
似
て
い
た
こ
と
に
着
想
を
得

て
、
小
説
『
砂
の
器
』
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

静
寂
の
駅
構
内
に
は
、
機
関
車
の
転
車
台
・

給
炭
台
や
引
込
線
、
長
い
ホ
ー
ム
や
待
合
室
が

残
り
、
備
北
の
鉄
道
路
線
の
盛
衰
を
強
く
印
象

づ
け
て
い
ま
す
。 

道後山駅（手前）と高尾原スキー場 
昭和 42.1.3 （200407-5550） 

スキー場は「たかおばら」と称していたが、正式地
名は「こうお」。現在はスキー場も閉鎖され、手前に
見える無料休憩所も解体されて、道路建設用地と

なっている。 

道後山駅     昭和 43.3.23 （200407-5550） 
 道後山駅は昭和 11年 11月 21日開業。今も

古い駅舎は残っているが、待合室以外は消防格
納庫になっている。昭和 49年までは急行の停
車駅であった。 

道後山駅に降り立つスキー客 急行「しら
ぎり」広島発米子行き  

昭和 43.1.2 （200407-5550） 

猫山のある道後山駅方面（後方）へ向けて走る 急行

「たいしゃく」広島発岡山行き 
昭和 43.8.11 （200407-5550） 

道後山―備後落合間は、山岳地を大きく北へ迂回しな

がら走る。   

広島県立文書館展示室 
広島市中区千田町 3丁目 7-47 

広島県情報プラザ 2Ｆ 

TEL082-245-8444 

FAX082-245-4541 

道後山駅に停車する急行「たいしゃく」広島発岡山行き      
昭和 43.1.2 （200407-5550） 

 右側に高尾原スキー場が見える。後方にそびえるのは
白滝山（1053m）。 

備後落合駅   昭和 46.8.15 （200407-5550） 

駅舎の建物は、窓がサッシになった以外はほ
ぼそのままの形で現存する。 

備後落合停車場  昭和 12.12「木次線全通記念」絵葉書 
 （200407-3342） 

昭和 12年 12月 12日に木次線が開通した際の記念絵
葉書の写真。ホームに架かっている跨線橋は、戦時中の
金属供出で撤去され、今は無い。 

備後落合駅にあった蒸気機関車の機関区                
昭和 42.8.12 （200407-5550） 

 奥が機関庫、左側に石炭の給炭台の屋根が見え
る。昭和 40年代前半まで、ひなびた山間の狭い敷
地内に、常に複数の蒸気機関車が待機していた。 

午後の備後落合駅ホーム                          

昭和 42.8.12 （200407-5550） 
C58形蒸気機関車牽引の新見発広島行き 
奥に三次の料亭「環翠楼」が経営する売店が見え

る。おでん入りのうどん・そばが名物だった。 

乗降客でにぎわう備後落合駅                           
昭和 42.1.2 （200407-5550） 

右は津山発姫新線経由広島行。左の気動車は，広

島発新見行。  
備後落合駅は、芸備線と木次線の接続駅であり、優

等列車の機関車付替え作業などを行うため、駐泊所を

有するターミナル駅であった。かつては道後山登山や
三井野原スキー場などへ行く乗客たちで繁盛したが、
現在は、全国で最も利用客数の少ない過疎路線区間

の秘境駅となっている。 

備後落合駅構内に残る蒸気機関車の給炭台
跡と転車台     平成 9.1.1 （200407-5550） 



 
１ 

東
城 

—

備
北
東
部
の
中
心
駅—

 
 

鉄
道
省
三
新
線
と
し
て
備
中
神
代
よ
り
起
工
し
た
路

線
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
一
月
二
十
五
日
に
東

城
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。 

東
城
駅
の
西
に
は
東
城
川
が
流
れ
、
対
岸
の
城
山
に

は
、
国
人
宮
氏
が
戦
国
末
期
に
築
い
た
五
品
嶽
城
が
あ

り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
浅
野
氏
が
広
島
藩
主
と
な
り
、
五

品
嶽
城
が
廃
城
と
な
っ
た
後
も
、
備
中
・
備
後
の
国
境
で

藩
の
重
要
拠
点
と
し
て
、
東
城
に
は
家
老
職
を
配
置
し
、

城
山
の
麓
に
屋
敷
を
構
え
て
家
臣
団
が
常
駐
、
館
町
が

形
成
さ
れ
ま
し
た
。
街
道
が
交
わ
る
交
通
の
要
衝
で
あ

り
、
た
た
ら
製
鉄
で
生
産
さ
れ
た
鉄
の
集
散
地
と
し
て

も
発
展
し
ま
し
た
。 

 

駅
の
東
側
に
は
、
宮
氏
が
崇
敬
し
た
千
手
寺
が
あ
り
、

か
つ
て
は
ホ
ー
ム
か
ら
立
派
な
石
段
が
見
え
ま
し
た
。 

２ 

備
後
八
幡 

—

製
鉄
工
場
と
結
ば
れ
た
駅—

 
 

江
戸
時
代
の
東
城
町
域
は
、
広
島
藩
内
で

も
と
く
に
製
鉄
業
の
盛
ん
な
所
で
し
た
。
大

正
三
年
（
一
九
一
四
）、
第
一
次
大
戦
の
勃
発

に
伴
っ
て
銑
鉄
需
要
が
再
び
高
ま
る
と
、
中

国
製
鉄
（
の
ち
帝
国
製
鉄
）
が
中
国
地
方
各
地

に
工
場
を
開
設
し
、
砂
鉄
の
ほ
か
、
か
つ
て
の

た
た
ら
製
鉄
で
は
廃
棄
し
て
い
た
鉄
滓
（
か

な
く
そ
）
を
原
料
と
し
て
製
鉄
を
行
い
ま
し

た
。
備
後
八
幡
駅
の
川
向
こ
う
に
は
竹
森
工

場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
駅
に
は
、
大
量
の
砂

鉄
が
積
み
上
げ
ら
れ
、
無
人
の
ト
ロ
ッ
コ
が

東
城
川
を
渡
り
、
工
場
へ
と
砂
鉄
を
運
ん
で

い
ま
し
た
。
原
料
と
製
品
は
貨
物
列
車
で
の

輸
送
に
拠
っ
て
い
た
た
め
、
駅
は
活
況
を
呈

し
て
い
ま
し
た
が
、
工
場
は
昭
和
四
十
年
（
一

九
六
五
）
に
廃
業
、
駅
の
貨
物
取
り
扱
い
も
四

十
七
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。 

 

か
つ
て
は
急
行
列
車
の
行
き
違
い
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇

一
）
三
月
以
降
、
列
車
交
換
が
な
く
な
り
、
旧

上
り
ホ
ー
ム
の
列
車
交
換
設
備
が
撤
去
さ

れ
、
現
在
は
単
式
ホ
ー
ム
の
み
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。 

《参考文献》 
『芸備線米寿の軌跡』（2004，菁文社） 
武田祐三『芸備線 中国山地の沿線物語 備後東城駅～三次駅』（2014） 
『ＪＲ芸備線 輸送密度 13 東城―備後落合』（2019，菁文社） 

この展示で使用した写真は，とくに断らない限り，全て当館収蔵の長船
友則氏収集資料（文書番号 200407）です。これらの写真は，所定の申請
手続きにより，複写，出版物への掲載，展示などに御使用いただけます。 

（担当：西向宏介） 

東城駅             昭和 46.12.30 （200407-5550） 

上り 1 番ホームに停車中の新見行き 
       平成 12.8.31 （200407-5550） 
 東城駅は 2面 2線の相対式ホームで、

列車交換が行われていたが、跨線橋が老
朽化により閉鎖され、1番ホームは廃止さ
れた。現在は駅舎のある 2番ホームのみ

使われている。 
このため、新見―備後落合間で列車の

行き違いができるのは岡山県側の矢神駅

のみとなり、現在では、広島県側の路線で
行き違いができなくなっている。 

備
北
の
駅
（六
駅
）
と
路
線
風
景 

  

芸
備
線
は
か
つ
て
、
陰
陽
連
絡
急
行
が
行
き
交
う
幹
線
鉄
道
で
し
た
が
、
現
在
は
広
島
都
市
圏
の
輸

送
と
三
次
市
・
庄
原
市
沿
線
の
通
勤
・
通
学
輸
送
を
中
心
と
し
た
路
線
に
特
化
し
て
お
り
、
中
で
も
利

用
の
少
な
い
東
城
❘
備
後
落
合
間
は
一
日
三
往
復
し
か
走
ら
な
い
超
過
疎
路
線
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
こ
の
区
間
に
は
、
東
城
・
備
後
八
幡
・
内
名
・
小
奴
可
・
道
後
山
・
備
後
落
合
の
六
駅
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
駅
も
、
現
在
で
は
乗
降
客
の
極
め
て
少
な
い
閑
散
と
し
た
駅
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
と

固
有
の
歴
史
を
持
ち
、
ま
た
周
辺
の
路
線
風
景
も
備
北
の
地
域
性
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
ま
す
。 

３ 

内
名 

—

請
願
駅
か
ら
秘
境
駅
へ—

 
  

内
名
駅
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
の
東
城
町
合
併
に
際
し
て
新
設
さ

れ
ま
し
た
。
開
業
時
か
ら
単
式
ホ
ー
ム
一
本
に
小
さ
な
待
合
室
が
あ
る
だ
け
の

簡
素
な
駅
で
す
が
、
こ
の
地
に
駅
が
で
き
た
の
は
、
住
民
挙
げ
て
の
請
願
運
動

に
よ
る
も
の
で
し
た
。 

 

内
名
地
区
は
鉄
道
が
走
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
駅
が
な
い
た
め
乗
車

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
周
囲
の
他
村
も
同
様
で
、
備
後
八
幡
と
小
奴
可
の
ど
ち

ら
に
出
る
に
も
不
便
で
し
た
。
そ
こ
で
住
民
が
内
名
駅
建
設
期
成
同
盟
会
を
結

成
し
、
長
年
の
請
願
運
動
に
よ
り
、
悲
願
の
内
名
駅
が
実
現
し
ま
し
た
。 

 

駅
の
あ
る
場
所
は
雑
木
林
で
視
界
が
さ
え
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
東
城
川
を
挟
ん

だ
対
岸
の
県
道
四
五
〇
号
線
か
ら
は
駅
が
見
え
ま
せ
ん
。
近
年
は
〝
秘
境
駅
〟

と
し
て
有
名
で
、
駅
を
見
る
目
的
で
訪
れ
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

４ 

小
奴
可 

—

美
し
い
山
岳
風
景
に
囲
ま
れ
た
駅—

 
  

小
奴
可
駅
は
、
猫
山
（
一
一
九
五
・
五
ｍ
）、
白
滝
山
（
一

〇
五
三
ｍ
）、
多
飯
ヶ
辻
山
（
一
〇
四
〇
ｍ
）
と
い
っ
た
一

〇
〇
〇
ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
、
芸
備
線
随
一
の
雄
大

な
景
観
で
す
。 

 

江
戸
時
代
、
小
奴
可
は
広
島
藩
内
屈
指
の
鉄
の
産
地
で

あ
り
、
山
を
削
っ
て
砂
鉄
を
採
り
、
木
炭
を
用
い
た
「
た

た
ら
製
鉄
」
が
盛
ん
で
し
た
。
砂
鉄
採
取
で
は
、
山
か
ら

掘
り
崩
し
た
土
砂
を
水
路
へ
流
し
込
み
、
土
砂
と
砂
鉄
を

選
別
す
る
「
鉄
穴
流
し
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
小
奴
可

の
水
田
地
帯
に
は
、
山
を
掘
り
崩
し
て
残
っ
た
「
鉄
穴
残

丘
」
と
呼
ば
れ
る
小
山
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は

こ
れ
を
自
然
に
出
来
た
特
異
な
地
形
と
考
え
、
「
小
奴
可

地
形
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

駅
の
南
西
に
見
え
る
亀
山
城
跡
に
は
、
県
の
天
然
記
念

物
「
要
害
桜
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
駅
か
ら
北
東
二
㌔

の
塩
原
で
は
、
牛
馬
の
供
養
や
安
全
・
豊
穣
を
祈
る
大
山

供
養
田
植
（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
が
四
年
に
一
度
行

わ
れ
ま
す
。
備
北
は
和
牛
産
地
で
有
名
で
す
が
、
大
正
天

皇
の
大
葬
の
際
、
轜
車
（
霊
柩
車
）
を
引
く
牛
に
小
奴
可

の
「
八
幡
号
」
が
選
ば
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
石
碑
が
、

駅
の
東
方
の
加
谷
に
あ
り
ま
す
。 

内名駅に停車する備後落合行き 
           平成 9.4.10 （200407-5550） 

 昭和 30年 7月 20日に開業した内名駅は、請
願駅のため、関係設備費の全額を地元で負担し
て設置された。開業当時から、単式ホームに待合

室だけの簡素な無人駅である。 

開業時の備後八幡駅付近     昭和 10.6.15「三新線

東城・小奴可間鉄道開通記念」絵葉書 （200407-5506） 
手前が帝国製鉄株式会社の竹森工場。左側に小さく

備後八幡駅と線路が見える。 

備後八幡にて 急行「たいしゃく 1 号」広島発岡山

行きの通過    昭和 43.12.28 （200407-5550） 
 現在は廃止された上りホームを通過する。右端
は貨物側線。 

 

（左）昭和 39年の備後八幡駅付近航空写真 
（林業課移管航空写真 山 395） 

 帝国製鉄の工場と備後八幡駅を結ぶトロッコ

線が見える。 
 
（右）旧帝国製鉄へのトロッコ専用線の鉄橋跡 

平成 17.10.30 （200407-5550） 
 トロッコ線が通っていた場所には、現在も東
城川に鉄橋の跡が残っている。 

備後八幡～内名間を行く新見発広島行きの普通

列車        昭和 43.12.28 （200407-5550） 

小奴可駅    昭和 43.1.15 （200407-5550） 

 昭和 10年開業時の駅舎が現在も残る。民営
化後は簡易委託駅となり、駅舎の半分は地元タ
クシー会社の事務所として使われている。 

小奴可駅から内名方面へ向けて発車した蒸気機関車 
昭和 43.12.28 （200407-5550） 

 機関車が走っている線路は、現在廃止されている。 

残雪の猫山（1195.5m）を背景に走る 備後落合発
新見行き普通車   昭和 43.3.24 （200407-5550） 

道後山―小奴可間にて C58 形蒸気機関車が牽
引する津山発三次行き普通列車 

昭和 43.3.24 （200407-5550） 

機関車の背後に、備北地方に特徴的な「はふ（破
風）」（煙抜きの小さな屋根）を持つ家が見える。 

鉄穴残丘の雪原を走る 貨物列車 
昭和 43.1.15 （200407-5550） 

耳木谷山（988.5m）を背景に小奴可盆地を走る 津
山発三次行き普通列車 

昭和 43.3.24 （200407-5575） 

東城駅全景      昭和 5.11.25 「三新線矢神～東城間開通記念」 

絵葉書 （2004007-5507） 
 開業当時の東城駅付近の様子。伯備線の備中神代駅を起点に始ま
った三神線の建設は、昭和 5年 11月 25日に東城まで到達した。駅

に沿って東城川が流れている。 


